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支払額 実感湧かない

「闘論」に関する感想、

意見をお寄せください。

応募先は〒371－8666

（個別郵便番号のため住

所不要）上毛新聞社「ひ

ろばワイド投稿係」宛て
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｜
消
費
者
に
ど
の
よ
う
な
恩
恵

が
あ
る
の
か
。

現
金
を
持
ち
歩
き
、
逐
一
財
布

を
開
け
ず
に
済
む
。
自
動
料
金
収

受
シ
ス
テ
ム
（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
）
や
交
通

系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
利
便
性
を
感
じ

た
人
も
多
い
は
ず
。
後
払
い
型
の

場
合
、
決
済
時
期
を
調
整
し
、
手

元
に
資
金
が
な
く
て
も
購
買
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
先
々
の
ボ
ー
ナ

ス
を
考
慮
す
る
な
ど
、
柔
軟
に
お

金
を
使
え
る
。
定
期
的
に
ま
と
め

て
決
済
す
る
の
で
総
支
出
や
使
い

道
を
把
握
し
や
す
い
。

｜
政
府
の
思
惑
は
。

政
府
は
不
透
明
な
現
金
資
産
を

「
見
え
る
化
」
し
て
脱
税
を
阻
止

し
た
い
。
現
金
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
購
買
で
き
る
機
会
が
増
え
る

た
め
、
店
側
は
客
の
財
布
の
ひ
も

の
「
緩
み
」
に
も
期
待
で
き
る
。

実
店
舗
の
無
人
・
省
力
化
に
な
る

と
も
考
え
て
い
る
。

｜
海
外
の
状
況
は
ど
う
か
。

世
界
規
模
で
進
ん
で
い
る
。
韓

国
は
個
人
決
済
の
９
割
が
既
に
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
。コ
ー
ヒ
ー
１
杯
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
１
本
を
買
う
の
に

も
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
使
う
の

が
一
般
的
だ
。
脱
税
防
止
や
消
費

活
性
化
が
狙
い
と
み
ら
れ
、
同
国

政
府
の
主
導
で
店
は
カ
ー
ド
会
計

を
扱
う
こ
と
を
ほ
ぼ
義
務
付
け
ら

れ
た
。
中
国
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で

は
通
貨
流
通
コ
ス
ト
の
削
減
や
強

盗
対
策
で
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
多

用
さ
れ
、
「
現
金
不
可
」
の
店
も

登
場
し
た
。

｜
推
進
に
当
た
っ
て
日
本
の
課

題
は
。

決
済
手
段
が
多
様
化
す
る
こ
と

で
、
消
費
者
の
購
買
機
会
と
店
の

商
機
が
と
も
に
増
え
る
と
い
う
恩

恵
が
、
あ
ま
り
認
識
さ
れ
て
い
な

い
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
は
交
通

系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
と
い
っ
た
形
で
緩

や
か
に
暮
ら
し
に
浸
透
し
て
い
る

が
、
長
所
に
気
付
い
て
い
な
い
人

が
多
い
こ
と
が
問
題
だ
。

先
進
国
に
比
べ
、
日
本
は
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
準
備
段
階
。
ま

ず
既
存
の
仕
組
み
で
あ
る
カ
ー
ド

類
が
不
快
感
な
く
利
用
で
き
る
環

境
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。
手
数

料
や
シ
ス
テ
ム
の
導
入
費
用
も
議

論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

｜
北
海
道
地
震
の
停
電
で
電
子

決
済
が
使
え
な
く
な
っ
た
。

技
術
的
に
解
決
で
き
る
が
、
こ

れ
ま
で
対
策
が
不
十
分
だ
っ
た
。

非
常
電
源
が
あ
れ
ば
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
回
線
に
常
時
つ
な
げ
な
く
て

も
処
理
で
き
る
方
式
も
あ
る
。
停

電
が
続
け
ば
現
金
の
優
位
性
も
長

く
続
か
な
い
。
現
金
自
動
預
払
機

（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
や
店
舗
の
現
金
も
補

充
で
き
な
け
れ
ば
尽
き
る
。
現
物

を
用
い
な
い
利
点
は
あ
る
。

｜
高
齢
者
は
対
応
可
能
か
。

Ａ
Ｔ
Ｍ
や
店
舗
の
多
種
多
様
な

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
利
用
で
き
て

い
る
人
は
多
い
。
「
ど
こ
で
も
１

枚
の
カ
ー
ド
で
買
い
物
で
き
る
」

と
い
う
単
純
な
仕
組
み
な
ら
難
し

く
な
い
だ
ろ
う
。
離
れ
て
暮
ら
す

家
族
が
明
細
を
確
認
す
れ
ば
見
守

り
に
な
る
。
限
度
額
を
規
制
し
て

浪
費
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
る
。

｜
政
府
は
利
用
者
へ
の
ポ
イ
ン

ト
還
元
を
検
討
し
て
い
る
。

利
用
促
進
の
た
め
と
は
い
え
、

処
理
が
煩
雑
に
な
っ
て
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
化
の
目
的
で
あ
る
省
力
・

効
率
化
に
逆
行
す
る
。
大
口
利
用

者
ば
か
り
恩
恵
を
享
受
で
き
る
の

も
不
公
平
だ
。
売
り
手
も
買
い
手

も
納
得
し
て
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る

仕
組
み
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

｜
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
対
す

る
考
え
は
。

消
費
者
に
す
れ
ば
非
常
に
便
利

に
な
る
。
一
方
、
商
店
街
の
事
業

主
の
立
場
と
す
る
と
、
端
末
の
費

用
や
手
数
料
な
ど
導
入
と
運
営
に

掛
か
る
負
担
が
大
き
く
、
政
府
が

何
の
た
め
に
推
進
し
て
い
る
の
か

疑
問
に
感
じ
て
い
る
。

例
え
ば
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

を
導
入
す
る
と
、
数
％
の
手
数
料

を
店
側
が
負
担
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
の
手
数
料
が
経
営
の
圧
迫

要
因
に
な
る
た
め
導
入
の
足
か
せ

に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。
コ
ス
ト

増
と
い
う
「
し
わ
寄
せ
」
を
懸
念

し
、
県
内
各
地
の
商
店
街
振
興
組

合
は
全
て
反
対
の
立
場
だ
。

｜
海
外
で
は
導
入
が
拡
大
し
て

い
る
。

韓
国
や
中
国
な
ど
ア
ジ
ア
を
中

心
に
一
般
化
し
て
き
た
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
は
、
現
金
で
買
う
よ

り
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
買
う
方

が
安
い
と
い
う
。
カ
ー
ド
が
「
安

心
」
を
担
保
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
日
本
の
よ

う
に
経
済
活
動
が
安
定
し
た
国
で

は
現
金
で
い
い
の
で
は
な
い
か
。

商
店
街
に
目
を
向
け
る
と
、
喫

茶
店
な
ど
の
単
価
が
低
い
店
に
は

な
じ
ま
な
い
。
文
房
具
店
と
い
っ

た
子
ど
も
を
相
手
に
す
る
店
で

は
、
幼
少
期
か
ら
の
カ
ー
ド
利
用

の
定
着
を
教
育
上
良
く
な
い
と
考

え
る
商
店
主
も
い
る
。

｜
高
齢
者
へ
の
対
応
は
可
能

か
。実

際
に
カ
ー
ド
で
買
い
物
を
す

る
人
は
お
り
、
簡
単
な
仕
組
み
に

す
れ
ば
よ
り
利
用
し
や
す
く
な
る

可
能
性
は
あ
る
。
だ
が
、
カ
ー
ド

決
済
の
場
合
は
支
払
い
の
実
感
が

湧
き
に
く
く
、
い
く
ら
使
っ
た
か

分
か
ら
な
く
な
る
と
い
う
懸
念
は

拭
え
な
い
。
現
金
で
あ
れ
ば
支
払

額
が
見
え
る
た
め
、自
制
が
効
く
。

カ
ー
ド
で
買
い
物
を
し
た
高
齢

者
の
家
族
が
明
細
を
確
認
し
て
驚

き
、
「
次
回
か
ら
売
ら
な
い
で
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
買
い

た
い
と
い
う
人
に
「
売
ら
な
い
」

と
告
げ
る
の
は
難
し
い
が
、
家
族

に
確
認
し
て
か
ら
売
る
こ
と
は
少

な
く
な
い
。

｜
商
店
街
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
と
い
う
役
割
も
担
う
。

「
最
近
ど
う
だ
い
」
と
、
買
い

物
に
来
て
く
れ
た
お
客
さ
ん
に
近

況
を
聞
い
た
り
、
世
間
話
を
し
た

り
す
る
時
間
は
、
商
売
を
し
て
い

て
楽
し
い
一
こ
ま
だ
。
地
域
住
民

と
密
な
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き

る
の
も
、
大
型
店
に
は
な
い
個
人

商
店
の
魅
力
の
一
つ
だ
と
思
う
。

昔
は
、
給
料
を
現
金
の
手
渡
し

で
も
ら
っ
て
い
た
。
現
金
に
は
「
働

い
た
」「
頑
張
っ
た
」
と
い
う
「
心
」

が
あ
る
。
商
売
し
て
い
る
以
上
、

心
の
通
っ
た
商
い
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

｜
政
府
に
求
め
る
こ
と
は
。

導
入
促
進
に
向
け
て
利
用
者
へ

の
ポ
イ
ン
ト
還
元
を
検
討
し
て
い

る
よ
う
だ
が
、
小
売
店
側
に
と
っ

て
は
、
逆
に
処
理
に
か
か
る
手
間

が
増
え
、
目
的
の
便
利
さ
と
か
け

離
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

商
店
街
に
は
後
継
者
が
い
な
い

高
齢
者
が
経
営
す
る
店
も
あ
る
。

負
担
が
大
き
く
な
れ
ば
店
を
畳
む

人
も
増
え
る
。
そ
う
な
る
と
商
店

街
自
体
が
な
く
な
り
、
地
域
で
の

人
と
人
の
つ
な
が
り
も
失
わ
れ
て

し
ま
う
。
商
機
を
増
や
す
だ
け
で

な
く
、
導
入
や
運
営
の
負
担
を
政

府
が
ま
か
な
う
仕
組
み
を
整
え
て

ほ
し
い
。
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政治とは生活 を胸に

の
こ
と
を
ず
い
ぶ
ん
心
配
し
て
い

た
だ
い
た
。
私
も

歳
に
な
っ
た

が
、
一
日
一
生
を
座
右
の
銘
に
、

少
し
で
も
世
の
た
め
に
役
立
ち
た

い
と
思
っ
て
懸
命
に
生
き
て
い

る
。半

生
の
物
語
を
終
え
る
に
当
た

り
、
父
儀
平
治
と
の
思
い
出
の
一

つ
と
、
若
い
方
々
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
記
し
た
い
。

あ
る
集
会
で
、
私
は
支
持
者
に

「
私
は
弱
い
人
間
だ
。
課
さ
れ
た

十
字
架
を
１
人
で
は
背
負
い
き
れ

な
い
か
ら
、
皆
さ
ん
に
も
共
に
背

負
っ
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。
翌

朝
、
父
は
こ
う
言
っ
て
私
を
た
し

な
め
た
。
「
キ
リ
ス
ト
は
自
ら
１

人
で
十
字
架
を
背
負
っ
た
。
お
前

に
そ
の
覚
悟
が
な
い
の
な
ら
、
政

治
家
な
ど
辞
め
て
し
ま
え
」

今
で
も
父
の
言
葉
は
、
一
面
で

は
正
し
い
と
思
う
。
だ
が
半
世
紀

の
政
治
経
験
か
ら
学
ん
だ
の
は
、

政
治
家
１
人
で
は
何
も
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト

だ
か
ら
１
人
で
十
字
架
を
背
負
え

た
の
で
あ
り
、
凡
人
で
は
そ
う
は

い
か
な
い
。
政
治
に
お
い
て
は
、

弱
い
者
ら
が
皆
で
十
字
架
を
背
負

う
と
い
う
発
想
も
必
要
で
は
な
い

ル
賞
作
家
、
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の

「
政
治
を
軽
蔑
す
る
者
は
、
軽
蔑

に
値
す
る
政
治
し
か
持
つ
こ
と
が

で
き
な
い
」
と
い
う
言
葉
だ
。
こ

れ
は
第
１
次
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
国

民
が
、
政
治
の
あ
り
よ
う
を
深
く

考
え
ず
狂
乱
し
た
た
め
に
、
ナ
チ

ス
の
よ
う
な
軽
蔑
す
べ
き
政
権
の

台
頭
を
許
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を

省
み
た
言
葉
だ
。

「
政
治
と
は
生
活
で
あ
る
」
が

私
の
信
条
だ
。
政
治
へ
の
無
関
心

は
、
自
分
の
生
活
を
軽
視
す
る
こ

と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
若
い
方
々

に
は
こ
の
言
葉
を
胸
に
、
未
来
を

担
っ
て
ほ
し
い
。

（
お
わ
り
）

◇

◇

◇

こ
の
連
載
は
報
道
部
・
関
口
健

太
郎
が
担
当
し
ま
し
た
。

角
田
さ
ん
は

歳
に
な
っ
た

鋭
い
政
治

感
覚
と
豊
か
な
感
性
は
今
も
変
わ
ら
な
い

元参院副議長 角田 義一さん 30 群馬イノベーションアワード２次審査
∪
∪
∪
∪
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出場者のプレゼンに耳を傾ける審査員ら

五
輪

パ
ラ
の

感
動
を
写
真
で

み
な
か
み
で
巡
回
展

２
０
２
０
年
の
東
京
五

輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
機
運
を
高
め
よ
う

と
、
過
去
の
大
会
の
日
本

人
選
手
の
活
躍
を
写
真
で

振
り
返
る
「
ス
ポ
ー
ツ
の

チ
カ
ラ
」
（
ブ
ル
ー
シ
ー

・
ア
ン
ド
・
グ
リ
ー
ン
ラ

ン
ド
財
団
主
催
）
が
４
日

ま
で
、
み
な
か
み
町
須
川

の
新
治
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
て
い
る
。

１
９
９
２
年
バ
ル
セ
ロ

ナ
大
会
か
ら
２
０
１
６
年

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
大
会

ま
で
の
メ
ダ
リ
ス
ト
を
中

心
に
、
共
同
通
信
社
の
報

道
写
真

点
を
展
示
。
北

京
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
代
表
の

上
野
由
岐
子
選
手
が
金
メ

ダ
ル
を
決
め
た
場
面
、
リ

オ
競
泳
女
子
の
内
田
美
希

さ
ん
が
１
０
０
㍍
自
由
形

準
決
勝
で
泳
ぐ
姿
な
ど
本

県
関
係
選
手
も
紹
介
し
て

い
る
。

７
月
か
ら
来
年
３
月
ま

で
全
国

カ
所
で
開
く
巡

回
写
真
展
で
、
本
県
開
催

は
同
町
の
み
。
関
連
行
事

と
し
て
、

年
東
京
五
輪

の
正
式
種
目
に
な
っ
た
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
の

体

験

会

が

３
、
４
の
両

日
、
同
セ
ン

タ
ー
で
開
か

れ
る
。
参
加

無
料
で
、
当

日
受
け
付
け

る
。問

い
合
わ

せ
は
、
町
教

育

委

員

会

（
☎
０
２
７

８
・
２
５
・

５
０
２
５
）

へ
。

五
輪
や
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日

本
人
選
手
の
活
躍
を
写
真
で
振
り

返
る
巡
回
展

６
回
目
を
迎
え
た
起
業
家
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
群
馬
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ア
ワ
ー
ド
（
Ｇ
Ｉ
Ａ
）
２
０
１
８
」
（
上
毛
新
聞
社
主
催
、
田
中
仁
財

団
共
催
）
の
２
次
審
査
が

日
、
前
橋
市
の
同
社
で
開
か
れ
、

月
１
日

の
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
（
公
開
最
終
審
査
）
に
進
出
す
る

組
が
決
ま

っ
た
。
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２
次
審
査
に
は
、
エ
ン
ト
リ
ー
総

数
４
０
２
件
の
中
か
ら
１
次
書
類
審

査
を
通
過
し
た

組
が
臨
ん
だ
。
３

分
間
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

後
、審
査
員
か
ら
の
質
疑
に
応
じ
た
。

審
査
は
田
中
仁
・
ジ
ン
ズ
社
長
、

腰
高
博
・
コ
シ
ダ
カ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
社
長
、
鳥
越
淳
司
・
相
模
屋
食

料
社
長
、
荒
井
正
昭
・
オ
ー
プ
ン
ハ

ウ
ス
社
長
、
鎌
田
一
郎
・
上
毛
新
聞

社
取
締
役
の
ほ
か
、
今
回
か
ら
新
た

に
Ｇ
Ｉ
Ａ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
フ

ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
も
加
わ

っ
た
。

起
業
や
第
二
創
業
を
目
指
す
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
部
門
で
は
、
高
校
生
の

部
で
４
組
、
大
学
生
・
専
門
学
校
生

の
部
で
３
組
、
一
般
の
部
で
３
組
が

選
ば
れ
た
。
創
業
５
年
未
満
の
起
業

家
を
対
象
と
し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

部
門
で
は
３
組
、
創
業
５
年
以
上
の

事
業
者
が
対
象
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

部
門
で
は
２
組
が
選
出
さ
れ
た
。

組
は

月
１
日
、
ヤ
マ
ダ
グ
リ

ー
ン
ド
ー
ム
前
橋
（
前
橋
市
）
で
の

フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
に
臨
む
。

特
別
講
演
と
し
て
ニ
ト
リ
創
業
者
で

ニ
ト
リ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
会
長

兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
似
鳥
昭
雄
氏
が
登
壇

す
る
。
正
午
開
場
、
午
後
２
時
開
幕
。

入
場
無
料
で
、
事
前
申
し
込
み
は
不

要
。

はははははははははははははははははははははははははははははははは
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば はははははははははははははははははははははははははははははははは

ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば
ば

自民党の中曽根康隆衆院議員が 日、東京

都内のホテルで結婚披露宴を開き、祖父の中

曽根康弘元首相、福田康夫元首相、麻生太郎

副総理兼財務相ら政界の重鎮が出席した。高

円宮家の三女絢子さまをはじめ皇族や芸能界

からも多くの人が参列した。

出席者によると、自民党の二階俊博幹事長

はあいさつで「よく『本当に』と言うが、今

日は本当におめでたい」と祝った。麻生氏は、

自身が結婚披露宴を開いた後に衆院選で落選

した経験を紹介し「立派な披露宴を開いても

票にはつながらない」と笑いを誘った。

康隆氏と学生時代の同窓だったアイドルグ

ループ「嵐」の桜井翔さんもビデオメッセー

ジを寄せた。

中曽根康隆氏 都内で披露宴

政界重鎮や皇族 祝福⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

赤
痢
ア
メ
ー
バ
症

増
殖
の
生
態
解
明

群
大
研
究
グ
ル
ー
プ

年
５
万
人
以
上
が
死
亡
す
る
感
染

症
の
赤
痢
ア
メ
ー
バ
症
に
つ
い
て
、

下
川
周
子
・
群
馬
大
大
学
院
助
教
ら

の
研
究
グ
ル
ー
プ
は

日
ま
で
に
、

赤
痢
ア
メ
ー
バ
が
大
腸
菌
を
利
用
し

て
増
殖
す
る
生
態
を
解
明
し
た
と
発

表
し
た
。
新
た
な
治
療
薬
の
開
発
に

つ
な
が
る
成
果
と
し
て
い
る
。

腸
管
病
原
性
大
腸
菌
Ｏ

と
共
に

培
養
し
た
赤
痢
ア
メ
ー
バ
は
、
害
と

な
る
酸
化
ス
ト
レ
ス
を
受
け
に
く
か

っ
た
。マ
ウ
ス
の
大
腸
で
調
べ
る
と
、

Ｏ

が
生
む
酵
素
な
ど
に
赤
痢
ア
メ

ー
バ
を
酸
化
ス
ト
レ
ス
か
ら
守
る
作

用
が
あ
る
こ
と
が
判
明
。
研
究
成
果

は
米
国
の
科
学
誌
「
プ
ロ
ス
・
パ
ソ

ジ
ェ
ン
」
に
掲
載
さ
れ
た
。

◆
車
３
台
絡
む
事
故
で
３
人
重
軽

傷

日
午
後
７
時

分
ご
ろ
、
安

中
市
中
野
谷
の
県
道
中
野
谷
富
岡
線

で
、
乗
用
車
３
台
が
絡
む
事
故
が
あ

っ
た
。
富
岡
市
妙
義
町
の
会
社
役
員

男
性

の
乗
用
車
に
同
乗
し
て
い

た
妻
の
清
水
成
子
さ
ん

が
腹
を

強
く
打
っ
て
重
傷
、
２
人
が
軽
傷
を

負
っ
た
。
安
中
署
に
よ
る
と
、
藤
岡

市
の
会
社
員
女
性

の
乗
用
車
と

対
向
し
て
き
た
男
性
の
乗
用
車
が
衝

突
、
後
続
の
乗
用
車
１
台
も
巻
き
込

ま
れ
た
。
同
署
が
詳
し
い
事
故
原
因

を
調
べ
て
い
る
。

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

（２０）(平成３０年) （２０）(平成３０年)


